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№
２
５
２
（
一
九
八
五
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
２
８
６
（
一
九
八
五
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
２
５
２
（
一
九
八
五
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇

新
年
に
あ
た
っ
て

◇
岩
井
章
氏
に
聞
く
◇

方
針
を
も
っ
て
自
覚
的
に
た
た
か
え

―
現
情
勢
の
特
徴
と
課
題
―

『
道
』
廃
棄
反
対
の
「
物
質
的
な
力
」
の
構
築
を
！

―
社
会
党
四
○
周
年
と
党
大
会
に
向
け
て
―

社
会
党
は
原
則
と
原
点
に
立
ち
返
れ

―
「
ニ
ュ
ー
社
会
党
」
の
現
実
論
―

教
育
臨
調
と
は
何
か

―
そ
の
本
質
と
た
た
か
い
―

何
か
ら
は
じ
め
る
べ
き
か

―
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
①
―

書
評
「
櫛
田
民
蔵
・
日
記
と
書
簡
」

№
２
５
３
（
一
九
八
五
年
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

マ
ル
ク
ス
主
義
は
旧
く
な
っ
た
か

た
た
か
う
国
労
の
仲
間
た
ち
と
共
に

い
ま
は
や
り
甲
斐
の
あ
る
時
期

―
国
鉄
労
働
運
動
前
進
へ
の
任
務
と
課
題
―

マ
ル
ク
ス
主
義
の
俗
流
化
を
許
す
な

―
『
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
源
』
を
読
む
①
―

◇
投
稿
◇
「
構
想
」
の
全
面
凍
結
を
！

通
信
衛
星
の
軍
事
利
用

―
本
格
的
軍
事
利
用
へ
の
第
一
歩
―

資
料
１

社
会
党
「
原
対
協
」
臨
時
総
会
・
決
議
（
全
文
）

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

№
２
５
４
（
一
九
八
五
年
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

一
九
八
五
春
闘
は
「
天
下
分
け
目
」
の
闘
い

「
チ
エ
あ
る
闘
争
」
で
職
場
か
ら
闘
う

―
何
か
ら
は
じ
め
る
べ
き
か
②
―

国
家
論
―
鎌
倉
孝
夫
氏
の
所
説
に
関
連
し
て

―
『
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
源
』
を
読
む
②

右
派
幹
部
と
労
働
運
動
の
「
構
想
」

―
「
社
会
労
働
評
論
」
一
二
月
号
を
斬
る
―

資
料
１

社
会
党
全
国
大
会
草
案
へ
の
意
見
書
（
高
松
総
支
部
）

◇
資
料
と
解
説
◇

総
評
が
「
五
項
目
補
強
見
解
」
を
放
棄

資
料
２

五
項
目
補
強
見
解
に
関
す
る
状
況
と
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

資
料
３

全
民
労
協
の
連
合
体
移
行
の

論
議
開
始
に
対
す
る
総
評
の
対
応
に
つ
い
て

ゼ
ネ
ス
ト
で
闘
う
準
備
を
は
じ
め
よ

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
２
５
５
（
一
九
八
五
年
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

向
坂
先
生
の
「
理
論
と
実
践
」
を
受
け
継
ご
う

「
イ
ン
タ
―
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
に
涙

向
坂
氏
を
悼
む

岩
井

章

原
発
方
針
修
正
と
社
会
党
大
会
の
意
義

資
料
国
民
の
共
有
財
産
＝
国
鉄
の
破
壊
を
許
さ
ず
全
党
を
あ
げ
て
阻
止
し
よ
う

生
産
性
基
準
原
理
、
行
革
推
進
を
呼
号

―
日
経
連
「
労
働
問
題
研
究
委
報
告
」
の
本
質
―

〝
三
項
目
〟
〝
首
切
り
〟
攻
撃
と
闘
う

―
何
か
ら
始
め
る
べ
き
か
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
③
―

米
ソ
軍
縮
交
渉
へ
の
ゴ
ー
サ
イ
ン

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
か
ら
の
お
願
い

№
２
５
６
（
一
九
八
五
年
二
月
二
一
日
）

特
集

向
坂
逸
郎
先
生
を
語
る

◇
巻
頭
言
◇

向
坂
先
生
の
著
作
を
読
む

わ
が
兄
・
向
坂
逸
郎

向
坂

正
男

詩
そ
の
時
―
八
五
年
一
月
二
四
日
の
心
象
風
景

稲
田

芳
朗

或
る
日
の
石
井
柏
亭
と
向
坂
先
生

百
瀬

嘉
郎

◇
座
談
会

向
坂
逸
郎
先
生
を
語
る
◇

先
生
の
ま
い
た
種
を
育
て
る

岩
井

章
・
灰
原

茂
雄

先
生
の
字
で
組
合
旗

吉
田

憲
夫

「
Ｃ
Ｏ
特
別
立
法
」
と
向
坂
先
生

山
下

開

闘
病
の
中
で
も
私
に
勇
気

滝
野

嘉
津
子

「
よ
く
ね
む
り
な
さ
い
よ
」
と
電
話

大
木

五
郎

生
き
方
を
決
め
た
先
生
方
と
の
出
会
い

村
松

七
郎

「
土
づ
く
り
」
で
意
見
交
換

小
林

隆

向
坂
先
生
は
生
き
つ
づ
け
る

平
岡

幸
雄

私
た
ち
の
背
中
に
先
生
の
笑
顔
が
あ
る

池
村

武
司

著
書
の
大
半
執
筆
ゆ
か
り
の
松
本
・
扉
温
泉

№
２
５
７
（
一
九
八
五
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

先
生
の
著
作
に
学
び
な
お
す

社
会
党
第
四
九
回
大
会
と
路
線
問
題

―
総
括
へ
の
基
本
視
点
―

◇
投
稿
◇

右
傾
化
に
強
ま
る
反
抗

―
社
会
党
第
四
九
回
大
会
に
つ
い
て
―

資
料

「
五
項
目
」
放
棄
で
総
評
三
顧
問
が
意
見
書

書
評

山
崎
八
郎
著
『
芸
術
は
永
遠
か
』

特
集

向
坂
逸
郎
先
生
を
語
る

規
則
正
し
い
毎
日
の
生
活

冨
田

敏
美

日
本
の
マ
ル
ク
ス
・
向
坂
逸
郎
先
生

中
澤

秀
行

先
生
か
ら
の
手
紙
で
仲
間
づ
く
り
へ

小
林

房
夫

生
ま
れ
た
子
供
に
先
生
の
名

浅
野

隆
雄

先
生
の
サ
イ
ン
本
は
〝
宝
物
〟

橋
詰

弥
生

編
集
部
だ
よ
り
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№
２
５
８
（
一
九
八
五
年
三
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

た
た
か
い
の
な
か
で
訃
報
き
く

敵
に
鍛
え
ら
れ
成
長

―
国
労
甲
府
駅
分
会
一
五
年
の
あ
ゆ
み
―

ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
闘
い
つ
づ
け
る

―
こ
の
仲
間
た
ち
と
な
ら
や
っ
て
い
け
る
―

「
古
典
」
と
現
代
労
働
運
動

―
「
古
典
」
は
今
で
も
新
し
い
①
―

反
独
占
・
社
会
主
義
の
路
線
が
生
命

―
社
会
党
大
会
と
そ
の
課
題
―

特
集

向
坂
逸
郎
先
生
を
語
る

〝
知
は
力
〟
を
胸
に

谷

新
一

「
先
生
が
死
ん
だ
の
は
デ
マ
だ
！
」

徳
永

晴
美

先
生
は
国
鉄
闘
争
に
生
き
て
い
る

今
井

伸

先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
若
者
へ

山
本

順
一

国
労

「
総
学
習
運
動
」
を
開
始

、

№
２
５
９
（
一
九
八
五
年
三
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
一
九
八
五
春
闘
へ
の
基
本
視
点
①

「
向
坂
逸
郎
先
生
追
悼
集
会
」
に
二
干
人

「
古
典
」
と
現
代
労
働
運
動
②

―
改
良
闘
争
と
改
良
主
義
―

『
社
会
主
義
へ
の
準
備
―
先
進
国
革
命
を
め
ざ
し
て
』
に
つ
い
て

階
級
闘
争
は
ど
こ
で
も
同
じ

―
英
炭
労
の
た
た
か
い
と
日
本
労
働
運
動
―

エ
チ
オ
ピ
ア
の
飢
餓
と
資
本
主
義
の
宣
伝

特
集

向
坂
逸
郎
先
生
を
語
る

『
青
年
に
寄
す
』
を
心
に

松
里

福
慈

「
向
坂
逸
郎
と
の
対
話
」
を
準
備
し
た
い

加
茂

詮

火
山
の
よ
う
な
情
熱

鈴
木

千
鶴
子

先
生
と
の
出
会
い
で
社
会
主
義
者
に

稲
村

守

先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と

富
久
尾

忠

№
２
６
０
（
一
九
八
五
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

激
動
必
至
の
国
際
情
勢

一
九
八
五
春
闘
―
情
勢
の
特
徴
と
課
題

「
整
合
性
」
論
で
方
針
案
は
一
致
―
春
闘
後
退
の
真
の
背
景
―

破
綻
し
た
「
整
合
性
」
論
―
「
整
合
性
」
論
の
本
質
―

一
九
八
五
春
闘
と
社
会
党
―
全
民
労
協
路
線
の
お
ち
ゆ
く
先
―

◇
投
稿
◇

春
闘
再
生
は
〝
要
求
に
自
信
〟
を
も
つ
こ
と
か
ら

―
青
年
団
結
集
会
で
考
え
た
こ
と
―

向
坂
逸
郎
先
生
を
語
る

一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
社
会
主
義
を
つ
く
る

関

光
子

小
学
生
の
と
き
講
演
き
く

布
上

泰

向
坂
先
生
の
「
大
書
」

川
原

虎
雄

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
２
６
１
（
一
九
八
五
年
四
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

社
会
党
大
会
の
教
訓
と
国
鉄
闘
争

英
炭
鉱
ス
ト
の
教
訓

帝
国
主
義
的
強
盗
の
哲
学

全
民
労
協
加
盟
、
公
労
協
脱
退
を
決
定

―
全
電
通
第
三
八
回
臨
時
大
会
か
ら
―

資
料
綱
領
の
改
正
（
全
電
通
の
新
綱
領
・
全
文
）

小
田
原
市
に
み
る
全
民
労
協
地
域
版

―
「
小
田
原
地
域
民
間
労
組
連
絡
会
」
が
設
立
―

◇
向
坂
逸
郎
先
生
を
語
る
◇

〝
私
か
ら
離
れ
た
ら
、
落
ち
る
の
は
早
い
よ
〟

佐
々
木

守
雄

社
会
党
の
「
新
宣
言
」
作
成
手
順

№
２
６
２
（
一
九
八
五
年
四
月
二
一
日
）

特
集
・
国
鉄
闘
争
の
現
段
階

◇
巻
頭
言
◇

国
鉄
闘
争
の
経
過

「
行
革
」
は
国
鉄
闘
争
前
進
の
条
件
を
つ
く
る

―
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴
①

資
料
１

国
労
闘
争
第
五
○
号

（
全
文
、
八
五
・
二
・
一
四
）

資
料
２

第
一
四
三
回
国
労
中
央
委
・
書
記
長
集
約
（
抜
粋
、
八
五
・
三
・
六
）

資
料
３

国
労
東
京
地
本
の
要
請

（
全
文
、
八
五
・
三
・
一
七
）

資
料
４

公
労
委
仲
裁
裁
定
（
全
文
、
八
五
・
四
・
四
）

◇
資
料
と
解
説
◇

つ
い
に
天
皇
賛
美
ヘ
（
全
民
労
協
の
本
質
）

資
料
宇
佐
美
同
盟
会
長
の
弁
明

№
２
６
３
（
一
九
八
五
年
五
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
五
％
賃
上
げ
」
で
ふ
え
る
の
は
百
円
玉
三
個

「
行
革
」
で
矛
盾
の
拡
大
は
必
至

―
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴
②

労
戦
再
編
成
の
現
段
階

新
電
電
発
足
と
今
後
の
動
向

国
労
、
五
月
に
臨
時
全
国
大
会

資
料

国
労
指
令
第
一
二
号
（
抜
粋
、
八
五
・
四
・
一
○
）

東
京
で
「
国
鉄
労
働
者
支
援
共
闘
会
議
」
結
成
ヘ

国
鉄
の
仲
間
た
ち
が
「
向
坂
先
生
追
悼
集
会
」

―
四
月
二
七
日
に
千
代
田
公
会
堂
で
―

書
評
「
悲
し
み
を
反
独
占
の
怒
り
に
か
え
て

（
林
大
鳳
氏
追
悼
文
集
）

」

№
２
６
４
（
一
九
八
五
年
五
月
一
一
日
）

特
集
・

行
革
」
攻
撃
と
た
た
か
う

「

◇
巻
頭
言
◇
『
資
本
論
』
一
巻
を
読
む

徹
底
的
な
人
べ
ら
し
合
理
化
の
開
始

―
い
よ
い
よ
本
格
化
す
る
地
方
行
革
―

一
九
八
五
国
民
春
闘
と
教
育
臨
調

―
反
行
革
、
反
臨
教
審
の
た
た
か
い
を
職
場
か
ら
―

資
料

二
十
一
世
紀
の
要
請
す
る
教
育
（
天
谷
直
弘
・
臨
調
審
第
一
部
会
長
）

◇
千
葉
か
ら
の
報
告
◇

国
労
と
連
帯
し
反
行
革
統
一
闘
争
を
強
化
し
よ
う

資
料

反
行
革
統
一
闘
争
を
強
め
る
た
め
に

資
料

全
民
労
協
「
連
合
組
織
構
想
検
討
委
」
メ
モ
（
全
文
）
―
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№
２
６
５
（
一
九
八
五
年
五
月
二
一
日
）

特
集
「
行
革
」
攻
撃
と
た
た
か
う

◇
巻
頭
言
◇

緊
迫
化
す
る
中
米
情
勢

新
た
な
局
面
に
突
入
し
た
国
鉄
闘
争

「
競
争
原
理
」
導
入
を
め
ざ
す

―
臨
教
審
の
本
質
と
教
育
労
働
者
の
任
務
①
―

資
料
学
校
教
育
活
性
化
の
た
め
の
七
つ
の
提
言
（
一
九
八
四
年
三
月
世
界
を
考
え
る
京
都
座
会
）

現
実
の
大
衆
運
動
に
と
び
こ
め

―
二
六
一
号
〝
巻
頭
言
〟
を
考
え
る
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
①

第
一
章
第
一
節
（
第
一
―
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
２
６
６
（
一
九
八
五
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

小
集
団
学
習
で
基
礎
体
力
を
つ
く
る

「
国
鉄
労
働
者
支
援
共
闘
会
議
」
が
発
足

日
東
タ
イ
ヤ
闘
争
―
全
面
勝
利
ヘ

異
常
軍
拡
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

古
く
て
新
し
い
フ
ァ
シ
ズ
ム

「
生
産
性
運
動
」
の
過
去
、
現
在
、
未
来

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
②

商
品
の
価
値
と
交
換
価
値
①

国
労
、
五
月
二
七
日
か
ら
臨
時
全
国
大
会

書
評

「
千
葉
社
会
党
の
あ
ゆ
み
」
を
読
ん
で

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

№
２
６
７
（
一
九
八
五
年
六
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

ボ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
を
分
析
す
る

「
競
争
原
理
」
を
打
ち
破
る

―
春
闘
総
括
に
む
け
て
①
―

◇
資
料
と
解
説
◇

連
合
体
移
行
で
総
評
は
解
体
の
危
機
に

資
料
全
民
労
協
の
「
連
合
組
織
構
想
」
中
間
報
告
（
全
文
）

◇
資
料
と
解
説
◇

社
会
党
が
「
新
宣
言
」
要
綱
を
提
示

資
料

日
本
社
会
党
の
新
し
い
宣
言
レ
ジ
ュ
メ
（
全
文
）

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
③

商
品
の
価
値
と
交
換
価
値
②

№
２
６
８
（
一
九
八
五
年
六
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

二
つ
の
文
書

が
っ
か
り
し
て
は
い
ら
れ
な
い

―
国
労
臨
時
全
国
大
会
の
総
括
①

拡
大
す
る
矛
盾
の
傾
向
を
つ
か
む

―
春
闘
総
括
に
む
け
て
②

炭
鉱
労
働
者
の
経
験
を
無
に
す
る
な

―
高
梨
氏
の
国
鉄
「
離
職
者
対
策
」
を
批
判
す
る
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
④

商
品
の
価
値
と
交
換
価
値
③

教
育
労
働
運
動
通
信

・
憲
法
改
悪
と
有
事
体
制
づ
く
り
を
戦
略
に
、
戦
後
民
主
教
育
と
日
教
組
解
体
を
目
指
す
教
育
臨
調
の

本
質
を
徹
底
的
に
暴
露
！

・
本
誌
は
教
育
臨
調
と
労
戦
右
翼
再
編
に
抗
し
て
各
地
で
奮
闘
す
る
活
動

家
た
ち
の
闘
争
報
告
と
問
題
提
起
を
中
心
に
編
集
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
闘
争
マ
ニ
ュ
ア
ル
。
す
べ
て

の
単
産
・
地
域
活
動
家
必
読
の
季
刊
誌



- 6 -

№
２
６
９
（
一
九
八
五
年
七
月
一
日
）

第
二
自
民
党
宣
言
と
な
っ
た
「
新
宣
言
草
案
」
―
日
本
社
会
党
を
守
ろ
う
―

資
料
１
「
新
宣
言
レ
ジ
メ

（
高
沢
寅
男
）

」

資
料
２
「
新
宣
言
試
案

（
島
田
琢
郎
）

」

資
料
３
「
新
宣
言
」
作
成
に
つ
い
て
の
提
言
（
北
山
愛
郎
）

方
針
樹
立
の
た
め
の
条
件
は
何
か

―
国
労
臨
時
全
国
大
会
の
総
括
②
―

敵
と
た
た
か
う
た
め
に

―
国
労
第
四
七
回
臨
時
大
会
に
つ
い
て
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

№
２
７
０
（
一
九
八
五
年
七
月
一
一
日
）

全
民
労
協
「
中
間
報
告
」
反
対
の
明
確
な
態
度
を

―
今
夏
の
総
評
・
各
単
産
大
会
の
課
題
―

二
一
世
紀
に
む
け
た
政
府
・
独
占
の
教
育
政
策

―
臨
教
審
第
一
次
答
申
の
本
質
と
教
育
労
働
者
の
任
務
―

朝
鮮
半
島
の
新
し
い
情
勢
①

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑤

労
働
の
も
つ
二
面
的
性
質
①

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

№
２
７
１
（
一
九
八
五
年
七
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

都
議
選
と
社
会
党
の
「
新
宣
言
」

「
分
割
・
民
営
化
」
と
ど
う
対
決
す
る
か

―
国
労
第
四
七
回
臨
時
大
会
の
総
括
③
―

「
北
の
変
化
」
の
本
質

―
朝
鮮
半
島
の
新
し
い
情
勢
②
―

革
命
七
周
年
を
迎
え
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

◇
投
稿
◇

思
想
攻
撃
に
抗
し
、
反
撃
の
体
制
を
！

書
評
「
労
働
者
思
想
の
確
立
」
を
読
む

拡
大
す
る
「
資
本
論
」
研
究
会

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑥

労
働
の
二
面
的
性
質
②

№
２
７
２
（
一
九
八
五
年
八
月
一
日
）

「
新
宣
言
（
草
案

」
を
許
す
な

）

日
本
社
会
党
の
再
生
を
望
む

千
葉
県
に
お
け
る
首
長
選
挙
と
労
組
幹
部

資
料
「
国
家
機
密
法

（
全
文
）

」

統
一
闘
争
に
つ
い
て

―
国
労
第
四
七
回
臨
時
大
会
の
総
括
④
―

せ
ま
る
国
鉄
答
申
を
さ
ぐ
る

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
七
）

労
働
の
二
面
的
性
質
③

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
２
７
３
（
一
九
八
五
年
八
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

総
評
大
会
と
日
教
組
の
修
正
案

新
生
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
な
ぜ
強
い

―
革
命
六
周
年
式
典
に
五
○
万
人
―

変
わ
ら
な
い
帝
国
主
義
の
本
質

―
朝
鮮
半
島
の
新
し
い
情
勢
③

都
議
選
の
総
括
と
展
望

―
地
方
か
ら
都
議
選
を
考
え
る
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
八
）

単
純
な
価
値
形
態
①

◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
２
７
４
（
一
九
八
五
年
八
月
二
一
日
）

特
集
・
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
情
勢
と
組
合
大
会
①

◇
巻
頭
言
◇

確
信
と
展
望
を
も
つ

労
働
組
合
大
会
を
め
ぐ
る
情
勢

一
、
組
合
大
会
の
焦
点

二
、
全
民
労
協
と
日
本
労
働
運
動

三
、
〝
解
体
の
条
件
〟
を
示
し
た
同
盟

四
、
中
連
は
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
一
括
加
盟
ヘ

五
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
化
に
努
め
る
統
一
労
組
懇

六
、
日
経
連
は
長
期
戦
略
を
模
索

七

「
労
研
セ
ン
タ
―
」
は
着
実
に
前
進

、

日
教
組
の
修
正
案
と
総
評
大
会

―
総
評
大
会
と
今
後
の
労
働
運
動
―

あ
る
グ
ル
ー
プ
の
「
労
働
者
宣
言
」
を
読
む

№
２
７
５
（
一
九
八
五
年
九
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

国
鉄
「
最
終
答
申
」
の
意
味
す
る
も
の

「
情
報
化
時
代
」
と
社
会
党
の
「
新
宣
言
」

資
料

「
新
宣
言
」
草
案
批
判
と
私
の
提
言

労
働
組
合
を
め
ぐ
る
情
勢
と
組
合
大
会
②

一
、
は
じ
ま
っ
た
左
派
の
反
撃
（
日
教
組
）

二
、
社
会
党
右
傾
化
に
全
力
（
電
機
労
連
）

三
、
全
電
通
は
総
評
の
「
解
散
」
を
提
唱

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑨

単
純
な
価
値
形
態
②

№
２
７
６
（
一
九
八
五
年
九
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
新
宣
言
」
を
考
え
る

◇
組
合
大
会
を
ふ
り
か
え
る
①
◇

左
派
組
合
の
反
撃
開
始

一
、
現
代
と
日
本
労
働
運
動

二
、
〝
左
翼
バ
ネ
〟
の
役
割
発
揮
（
日
教
組
）

三
、
国
労
大
会
で
も
〝
修
正
案
〟

四
、
私
鉄
で
は
中
央
委
で
方
針
案
を
修
正

労
働
運
動
を
め
ぐ
る
情
勢
と
組
合
大
会

資
料

「
新
宣
言
」
草
案
へ
の
基
本
的
見
解
（
平
和
戦
略
研
・
全
文
）

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑩

単
純
な
価
値
形
態
③
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№
２
７
７
（
一
九
八
五
年
九
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

社
会
党
の
「
新
宣
言
」
と
中
執
案

資
料
１
「
新
宣
言
中
執
原
案
」
作
成
に
あ
た
っ
て
の
意
見
書
（
上
野
建
一
）

資
料
２
「
新
宣
言
」
草
案
に
つ
い
て
の
意
見
（
新
潟
県
本
部
）

資
料
３
「
新
宣
言

（
案
）
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
見
解
と
意
見
（
新
生
研
）

」

資
料
４

わ
れ
わ
れ
は
こ
う
考
え
る
（
社
会
主
義
協
会
）

資
科
５
「
原
対
協
」
決
議

ワ
シ
ン
ト
ン
の
火
遊
び

―
Ｓ
Ｄ
Ｉ
で
戦
争
の
危
険
は
増
大
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑪

単
純
な
価
値
形
態
④

№
２
７
８
（
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

社
会
党
の
中
執
案
と
中
曽
根
の
国
家
論

◇
京
都
か
ら
の
報
告
◇

お
蔵
入
り
す
べ
き
は
「
新
宣
言
（
草
案

」）

◇
組
合
大
会
を
ふ
り
返
る
②
◇

総
評
再
生
は
国
鉄
闘
争
か
ら

◇
資
料
と
解
説
◇
労
戦
再
編
問
題
の
正
念
場
は
こ
れ
か
ら

資
料

全
民
労
協
「
連
合
組
織
の
進
路
（
案

」
①

）

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
闘
争
そ
の
後

Ｋ
Ａ
Ｌ
機
の
悲
劇
か
ら
二
年

世
界
祭
典
で
学
ん
だ
資
本
主
義
国
の
闘
い

イ
ラ
ン
革
命
の
運
命

№
２
７
９
（
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
〝
保
革
連
合
〟
路
線
に
未
来
は
な
い

三
川
鉱
大
爆
発
か
ら
二
二
年
―
Ｃ
Ｏ
患
者
・
家
族
の
実
態
と
闘
い
は
今
―

資
料
①

四
氏
の
ア
ピ
ー
ル
（
三
池
Ｃ
Ｏ
闘
争
の
勝
利
を
め
ざ
し
て
）

資
料
②

三
池
Ｃ
Ｏ
闘
争
の
経
過

総
評
と
同
盟
の
対
立
は
激
化
へ

資
料
③

全
民
労
協
「
連
合
組
織
の
進
路
」
②

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑫

単
純
な
価
値
形
態
⑤

№
２
８
０
（
一
九
八
五
年
一
〇
月
二
一
日
）

巻
頭
言
◇

社
会
党
の
「
新
宣
言
」
と
政
党
支
持
問
題

〝
保
革
連
合
〟
論
が
浮
き
彫
り
に

―
新
宣
言
（
中
執
案
）
の
問
題
点
―

今
や
「
読
売
」
の
不
買
運
動
も
必
要

―
「
一
％
」
問
題
と
新
聞
論
調
―

み
せ
か
け
の
譲
歩
で
目
先
き
を
転
換

―
総
評
拡
評
と
労
戦
再
編
問
題
―

資
料
１

全
民
労
協
「
連
合
組
織
の
進
路
」
③

多
数
派
結
集
の
モ
デ
ル
は
す
で
に
あ
る

―
国
鉄
「
民
営
・
分
割
」
反
対
の
闘
い
―

資
料
２

国
鉄
労
働
者
支
援
共
闘
会
議
「
基
調
報
告
」

◇
読
書
案
内
◇

へ
い
わ
の
本
―
Ｄ
Ｄ
Ｒ
詩
文
集

連
載

『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑬

単
純
な
価
値
形
態
⑥

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
２
８
１
（
一
九
八
五
年
一
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

ア
フ
リ
カ
の
食
糧
危
機
の
原
因

教
育
荒
廃
克
服
の
〝
標
的
〟

―
教
職
員
の
「
資
質
」
問
題
①

資
料
①
臨
教
審
第
三
部
会
の
素
案
（
要
旨
）

国
鉄
「
答
申
」
の
問
題
点
と
わ
れ
わ
れ
の
要
求

―
国
鉄
労
働
者
支
援
共
闘
会
議
「
基
調
報
告
」
②

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
選
挙
と
〝
欺
瞞
の
ド
ク
ト
リ
ン

ニ
カ
ラ
グ
ア
憲
法
の
審
議
は
じ
ま
る

№
２
８
２
（
一
九
八
五
年
一
一
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
竪
山
提
案
」
と
総
評

改
良
闘
争
と
改
良
主
義

―
研
究
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
―

民
営
化
か
ら
半
年
、
全
た
ば
こ
労
働
者
は
い
ま

―
民
営
化
後
の
職
場
実
態
と
課
題
―

困
難
な
情
勢
―
わ
れ
わ
れ
の
方
針
は
？

―
Ｃ
Ｏ
闘
争
と
わ
れ
わ
れ
の
課
題
①
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑭

単
純
な
価
値
形
態
（
七
）

◇
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ご
購
読
の
す
す
め
◇
『
た
た
か
い
の
条
件
３
』

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
２
８
３
（
一
九
八
五
年
一
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

五
干
万
署
名
成
功
に
全
力
を
あ
げ
よ
う

米
・
ソ
首
脳
会
談
へ
の
基
本
視
点

民
営
化
か
ら
半
年
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
者
は
い
ま

◇
資
料
◇

三
池
闘
争
の
新
局
面

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑮

単
純
な
価
値
形
態
（
八
）

「
労
研
セ
ン
タ
―
」
全
国
一
交
流
集
会
へ
の
ご
案
内

◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
２
８
４
（
一
九
八
五
年
一
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

労
戦
再
編
問
題
と
わ
れ
わ
れ
の
課
題

沖
縄
バ
ス
労
働
者
三
五
○
人
の
「
整
理
問
題
」

職
場
・
家
族
・
地
域
一
体
で
た
た
か
う

―
国
鉄
の
「
分
割
・
民
営
化
」
攻
撃
に
抗
し
て
―

資
料

「
新
宣
言
（
案
）
に
学
者
・
文
化
人
が
「
要
望
書
」

◇
資
料
と
解
説
◇
郵
政
省
の
「
新
労
務
管
理
指
針
」

資
料
活
力
あ
る
郵
便
局
を
め
ざ
し
て
㊤

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑯

単
純
な
価
値
形
態
（
九
）

◇
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ご
購
読
の
す
す
め
◇

「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
と
の
対
決

燎
原
の
火
（
現
地
に
お
け
る
反
原
発
闘
争
の
概
要
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
２
８
５
（
一
九
八
五
年
一
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

社
会
党
の
「
新
宣
言
」
と
運
動
方
針

◇
臨
教
審
の
本
質
と
教
育
労
働
者
の
任
務
③
◇

教
育
荒
廃
の
〝
標
的
〟

◇
Ｋ
・
Ａ
・
ハ
チ
ャ
ト
ウ
ロ
フ
氏
に
聞
く
◇

七
○
年
代
以
後
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
情
勢

反
対
の
立
場
で
修
正
案
提
出
ヘ

―
千
葉
県
本
部
「
新
宣
言
」
に
態
度
決
定
―

資
料
郵
政
省
の
「
新
労
務
管
理
指
針
」
㊦

活
力
あ
る
郵
便
局
を
め
ざ
し
て

№
２
８
６
（
一
九
八
五
年
一
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

米
ソ
首
脳
会
談
の
結
果
と
日
本

労
働
運
動
の
総
路
線

―
八
六
年
の
た
た
か
い
を
展
望
し
て
―

国
鉄
闘
争
の
現
状
と
問
題
点

資
料
国
労
第
一
四
四
回
中
央
委
「
特
別
決
議
」

◇
資
料
と
解
説
◇

社
会
党
「
新
宣
言
」
に
相
次
ぐ
意
見
書

資
料
１

原
対
協
が
「
新
宣
言
」
で
申
し
人
れ

資
料
２
「
新
宣
言
」
に
対
す
る
意
見
書
（
東
大
阪
支
部
有
志
）

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑰

拡
大
さ
れ
た
価
値
形
態


